
「ＢＥＭＳ普及コンソーシアム京都」 研究会
２０１６年３月１６日（水） 於：キャンパスプラザ京都

洛西支所ＢＥＭＳ実証事業について

システム・ソリューション営業統括部
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２０１４年度 ２０１５年度

３月 ４月 ７月 ８月 １月 ２月 ４月 ７月 ８月 ９月 1２月 １月 ２月 ３月

(設置・試運転） ○

■ 電力計測 ●

■ 空調制御
● ● ● ● ● ● ● ● ●

夏季
(非連続試験)

冬季
（非連続試験）

夏季実証
（期間中連続評価）

冬季実証
（期間中連続評価）

■ 温湿度計測 ●

対外発信
● ● ●

ＢＥＭＳコンソーシアム京都 ＢＥＭＳコンソーシアム京都

１．目的と概要 3

【目的】 「電力ピーク抑制」 と 「快適性の確保」

中小規模業務用施設における 「ＥＭＳ※１」 導入の知見を高め、広く一般の省エネルギーに活用
※１）ＥＭＳ：エネルギー・マネジメント・システム

【概要】

■ 電力計測 ＞受電点（パルス）＋主要回路
■ 空調制御 ＞空調設備制御（３系統のみ）
■ 温湿度計測 ＞屋内温湿度６箇所（１階２箇所、２階４箇所）＋屋外温度
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２．実証結果_１） 電力ピーク抑制（実証値）

・実証管理指標 【２４０ｋＷ】 クリア
・前提条件：制御対象負荷は２階の空調３系統のみ ⇒【全空調系統の４４％の範囲に限定】

前年２０１４年度 【実証年度：２０１５年度】

前年ピーク 【２５０ｋＷ】 ｖｓ 実証データ 【２３９ｋＷ】 ⇒▲１１ｋＷ・▲４.４％の削減

▲１１ｋWはデマンド制御のみの結果
⇒省エネ制御併用で 【▲２０ｋW・▲８％削減可能】 （夏季実証結果より）

▲２０kW

4
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【 冬季 】
今 「寒さ」 をどの程度感じますか？

5

洛西支所の皆様にご協力いただき 【延べ１９８件】 の回答をいただくことができた

【 夏季 】
今 「暑さ」 をどの程度感じますか？

５３％３３％

１２％

２％

暑い

やや寒い

２．実証結果_２） 快適性の確保（施設利用者への意識調査）

６４％

２１％

３％

６％
６％

暑い

非常に寒い

寒い

夏は 「８６％（５３％＋３３％）」、冬は 「８５％（６４％＋２１％）」 が “ほぼ快適” との回答であった

やや寒い

どちらでもないどちらでもない
やや暑い
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「電力ピーク抑制効果」 と 「快適性確保」 との両立を実証することができた

電力ピーク抑制 快適性の確保

結果 ○ ○

総評

【前年ピーク２５０ｋＷに対する結果】

・最大需要電力 【 ２３０ｋＷ】
・電力ピーク抑制 【 ▲２０ｋＷ】

（デマンド制御＋省エネ制御併用時）

【利用者の方への意識調査結果】

・やや暑い/どちらでもない 【８６％】
・やや寒い/どちらでもない 【８５％】

6２．実証結果_３） ２０１５年度まとめ
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実証結果を元に「初期導入プランをモデル化」 費用対効果含め京都市から広く発信

初期導入費用 導入効果

金額
○○○ 万円
（材工、税抜き）

▲▲▲ 万円
（年間電気代削減効果）

7３．実証結果の活用

中小規模業務用施設における 「ＥＭＳ※１」 導入の知見を高め、広く一般の省エネルギーに活用
※１）ＥＭＳ：エネルギー・マネジメント・システム

ＢＥＭＳ普及コンソーシアム京都 会員登録募集要領より引用
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実証環境：洛西支所の施設条件をモデル化する

洛西支所 モデル化

□建物種別：官公庁施設
・地上１０階、地下１階

１階：保健所、福祉事務所
２階：区役所窓口、総務・防災事務所
（３～１０階中階層は居住区）
１階に図書館併設

・延床面積：約６,４００㎡
・最大需要電力：２５０ｋＷ（前年実績）

□設備条件等
・受電メータ ：地下電気室
・受変電設備：地下電気室
・空調動力 ：ＥＨＰ５系統、チラー/ＧＨＰ

（熱源室外機は全て屋上）

□建物種別：民生業務用ビル
・地上２階、地下１階
・一般的なオフィスビルとする

・延床面積：５,０００㎡程度
・最大需要電力：２００ｋＷ程度

・設備条件等
受電メータ ：地下電気室
受変電設備：地下電気室
空調動力 ：ＥＨＰ５系統

（熱源室外機は全て屋上）

8４．モデル化_１） 建物種別・用途・設備等をモデル化
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実証環境：洛西支所の施設条件をモデル化する

9４．モデル化_２） 電力需要構成をモデル化（最大需要電力）

電灯 電灯 電灯

制御対象
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制御対象

ＥＨＰ

制御対象

ＥＨＰ
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ＥＨＰ
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ガス空調等
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】】 】】

電灯系統 動力①制御するＥＨＰ系統 動力②制御しないＥＨＰ系統 動力③制御しないチラー・ガス空調等、その他動力

<民生業務用ビル>
建物種別モデル化

～ モデル化のＳｔｅｐ ～

<一般事務所>
全空調系統を制御



© Panasonic Corporation

施設条件

10４．モデル化_３） 初期導入プラン

<システム系統図>

地下

１階

２階

屋上

ＰＳ
空調室外機

ＰＳ

ＥＰＳ

ＥＰＳ

ＥＰＳ

ＥＭＳ主装置

計測端末

地下電気室

屋上機械室

２階事務所

受電メータ

サービスパルス入力信号
計測用

ＲＳ４８５通信

キュービクル

警報端末

制御端末

制御用
ＲＳ４８５通信

ルータ

クラウドサーバ

専用回線
（閉域網）

ＬＡＮ

サービスパルス入力信号線（１０ｍ以上の場合）
・ＭＶＶ-Ｓ（０.５ｍｍ２、外形Φ６.５ｍｍ以内）
（１０ｍ以内の場合は付属専用ケーブルを使用）

ＲＳ４８５通信線
・ＣＰＥＶ-Ｓ（Φ０.９～Φ１.２ｍｍ）
出力信号線
・［警報出力用］ ＣＶＶ（０.５～１.２５ｍｍ２）
・［制御出力用］ ＣＰＥＶ（Φ０.９～Φ１.２ｍｍ）

モデル化された初期導入プラン

・建物種別：民生業務用ビル
・延床面積：５千㎡程度
地上２階、地下１階
・契約電力：２００ｋＷ程度

・受電メータ：地下
・キュービクル：地下
・電気空調５系統
熱源室外機：屋上

初期導入プラン

・主装置：２階事務所
・計測端末：地下電気室
・制御端末：屋上
・警報端末：２階事務所

<計測>
受電パルス：１点
主幹：１６回路
<制御>
空調５系統（２段階抑制）
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初期導入費用 導入効果

金額
２７０万円
（材工、税抜き）

▲ ５１万円
（年間電気代削減効果）

前提条件等、詳細は別途お問合せの上ご確認願います

実証結果を根拠とした 「導入プランのモデル化」

11５．初期導入プラン（アウトプットのイメージ）

工事費等については

「京都府電気工事工業協同組合」 様

にご協力いただき算定しております
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12

ご清聴ありがとうございました

12


